
「鰤王」出荷最盛期
　かごしまのさかなブランドに認定されている東町漁業協
同組合の「鰤王」。年末年始は縁起物として需要が高まり、
薄井漁港での出荷は 12 月下旬にピークを迎えました。



分
遣
所
の
建
設
や
総
合
運
動
公
園
、

多
目
的
広
場
の
整
備
な
ど
、
大
型
事

業
が
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
老
朽
化
し
た
鷹
巣
診
療
所
も
、

建
設
に
向
け
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、県
内
は
も
ち
ろ
ん
、

日
本
中
に
向
け
て
、
前
途
洋
々
た
る

長
島
の
「
夢
と
活
力
が
あ
り　

住
民

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る　

福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
継
続
し
、
一
歩

一
歩
、
着
実
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
、

な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上

げ
、本
年
も
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、

幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か

ら
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

を
超
え
る
か
た
が
た
に
ご
来
場
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
「
花
フ
ェ

ス
タ
」
や
「
お
さ
か
な
ま
つ
り
」
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に

よ
り
、
交
流
人
口
の
増
加
と
産
業
の

振
興
、
地
域
経
済
の
活
性
化
が
図
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
周
辺
の

再
整
備
に
つ
き
ま
し
て
も
、
新
た
な

ホ
テ
ル
が
本
年
中
に
オ
ー
プ
ン
す
る

予
定
で
あ
り
、
長
島
観
光
の
一
大
拠

点
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

福
祉
で
は
、
福
祉
事
務
所
を
中
核

に
、
一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
る

き
め
細
や
か
な
対
応
を
行
い
、
少
子

高
齢
化
へ
の
対
策
と
い
た
し
ま
し

て
、
更
な
る
子
育
て
支
援
の
充
実
を

図
り
ま
す
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
皆

様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
に
つ
き
ま
し
て
は
、
東
消
防

く
評
価
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
を
継
承

し
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、

昨
年
３
月
に
「
長
島
町
第
２
次
総
合

振
興
計
画
」
を
策
定
し
、
そ
の
取
り

組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

道
路
や
港
湾
な
ど
、
社
会
資
本
の

整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
と
と
も

に
、
高
度
情
報
化
社
会
に
対
応
し

た
、
高
速
通
信
網
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー

の
整
備
も
年
次
的
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

産
業
面
で
は
、
農
業
、
漁
業
を
中

心
と
し
た
、
第
一
次
産
業
の
振
興
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
が
、
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
は
、
一
次
産
業
と
連

携
し
た
、
観
光
の
振
興
が
不
可
欠
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
開
催
い
た
し
ま
し
た
「
な
が

し
ま
造
形
美
術
展
」
に
は
、
台
風
の

影
響
も
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
９
万
人

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

希
望
に
満
ち
た
、
輝
か
し
い
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

長
島
町
で
は
平
成
18
年
３
月
の
合

併
以
降
、「
夢
と
活
力
が
あ
り　

住

民
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る　

福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
に

掲
げ
、
各
種
施
策
を
積
極
的
に
展
開

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
の
協

働
に
よ
る
「
ぐ
る
っ
と
一
周
フ
ラ

ワ
ー
ロ
ー
ド
づ
く
り
事
業
」
や
、
太

陽
光
発
電
所
の
売
電
収
入
を
地
域
の

活
性
化
の
た
め
に
交
付
す
る
「
夢
追

い
元
気
集
落
活
性
化
補
助
金
」な
ど
、

全
国
で
も
先
進
的
な
、
さ
ま
ざ
ま
な

特
色
の
あ
る
施
策
を
推
進
し
て
お

り
、
長
島
町
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
総

務
大
臣
表
彰
を
受
賞
す
る
な
ど
、
高

と
し
て
、
昨
年
12
月
に
㈱
川
商
ハ
ウ

ス
の
長
島
支
店
が
開
設
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
本
町
の
空
き
家
の
賃

貸
・
売
買
等
に
よ
る
有
効
利
用
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
そ
の
他
の
事
業
も
含

め
、
今
年
も
、
長
島
の
地
方
創
生
の

展
開
に
期
待
し
ま
す
。

　

本
町
は
、
昨
年
１
月
に
長
岡
技
術

科
学
大
学
お
よ
び
鹿
児
島
工
業
高
等

専
門
学
校
の
３
者
と
、
包
括
的
連
携

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
早
速
、
同

大
学
は
、
本
町
内
で
バ
レ
イ
シ
ョ
の

種
苗
生
産
技
術
の
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。
町
議
会
は
本
町
が
抱
え
る
課

題
解
決
お
よ
び
地
域
活
性
化
の
た
め

に
、
昨
年
５
月
、
大
学
に
対
し
、「
長

島
キ
ャ
ン
パ
ス
（
仮
称
）
誘
致
」
に

つ
い
て
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

学
長
か
ら
は
前
向
き
な
回
答
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。議
会
と
し
ま
し
て
は
、

今
後
も
キ
ャ
ン
パ
ス
誘
致
の
実
現
に

向
け
て
、
執
行
部
に
働
き
か
け
て
ま

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
町
議
会
の
運
営
に
深

い
ご
理
解
と
多
大
な
る
ご
指
導
・
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
は
、
な
が
し
ま
造
形
美
術
展

や
お
さ
か
な
祭
り
、
夢
追
い
長
島
花

フ
ェ
ス
タ
な
ど
、
多
彩
な
催
し
で
賑

わ
い
を
見
せ
、
元
気
な
長
島
を
町
内

外
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

11
月
に
は
、
地
方
自
治
法
施
行
70

周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
地
方

自
治
功
労
団
体
と
し
て
長
島
町
が
総

務
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ

は
福
祉
の
充
実
し
た
町
づ
く
り
や
、

「
ぐ
る
っ
と
一
周
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

づ
く
り
事
業
」、
農
・
水
産
業
の
ブ

ラ
ン
ド
づ
く
り
、
子
育
て
支
援
等
の

拡
充
を
推
進
す
る
地
方
創
生
な
ど
、

町
民
の
皆
さ
ま
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
賜

物
で
あ
り
ま
す
。

　

町
政
に
お
い
て
は
、
平
成
29
年
第

２
回
長
島
町
議
会
定
例
会
に
お
い

て
、
平
成
33
年
４
月
に
、
長
島
町
役

場
が
現
在
の
分
庁
方
式
か
ら
本
所
・

支
所
方
式
へ
変
わ
る
こ
と
が
決
定
し

ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
指
江
庁
舎
は
、

主
に
窓
口
業
務
の
事
務
を
行
う
「
指

江
支
所
」に
な
り
ま
す
。今
後
は
余
っ

た
ス
ペ
ー
ス
の
利
活
用
に
つ
い
て
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
な

対
策
の
検
討
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

地
方
創
生
関
連
事
業
で
は
、
井
上

前
副
町
長
退
任
後
も
職
員
お
よ
び
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
に
よ
り
、
さ
ら

に
充
実
し
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
、
本
町
で
も

問
題
に
な
り
つ
つ
あ
る
空
き
家
対
策

い
り
ま
す
。

　

本
年
４
月
に
は
、
汐
見
小
学
校
は

城
川
内
小
学
校
と
統
合
し
ま
す
が
、

引
き
続
き
長
島
本
島
地
区
の
学
校
統

合
再
編
に
向
け
た
検
討
も
な
さ
れ
て

い
き
ま
す
。
そ
の
他
、
総
合
運
動
公

園
や
大
型
宿
泊
施
設
、
消
防
分
遣
所

の
整
備
な
ど
、
大
き
な
予
算
を
伴
う

懸
案
事
項
も
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、『
長
島
町
議
会
基
本
条

例
』
に
掲
げ
る
理
念
の
下
、
議
会
活

性
化
を
図
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
町
政
課

題
の
解
決
に
向
け
、
し
っ
か
り
と
し

た
議
論
を
重
ね
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　

結
び
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
し
、
年
頭
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

行人岳から出水市方面を望む

新
た
な
未
来
に
向
け
て

長
島
町
長　

川
添　

健

地
方
創
生
の
展
開
に
期
待

長
島
町
議
会
議
長　

児
島　

薩
男
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投
資 的 経 費

義

務
的

経
費

そ
の

他
経

費

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金
や

国
・
県
か
ら
の
補
助
金
は
、
私
た
ち

の
生
活
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
い

ろ
い
ろ
な
形
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
が
ど
れ
く
ら
い
納
め
ら

れ
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
平
成

28
年
度
の
決
算
を
報
告
し
ま
す
。
歳

出
は
、
目
的
別
と
性
質
別
に
分
け
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

普
通
会
計
決
算
の
概
要

　

平
成
28
年
度
は
、「
長
島
町
総
合

振
興
計
画
」
後
期
計
画
の
最
終
年
度

と
し
て
、
町
道
や
農
林
道
改
良
事
業

な
ど
積
極
的
に
事
業
実
施
し
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
普
通
会
計
で
８
年

連
続
と
な
る
１
０
０
億
円
を
超
え
る

決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

決
算
収
支
の
状
況
は
、
歳
入
総
額

１
２
０
億
６
５
４
２
万
円
、
歳
出
総
額

１
１
３
億
１
７
５
３
万
円
、
歳
入
歳
出

差
引
額
は
７
億
４
７
８
９
万
円
で
、
実

質
単
年
度
収
支
は
２
億
１
４
８
２
万

円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
町
道
整
備

８
億
９
５
１
４
万
6
千
円
、
港

湾
整
備
３
億
９
９
３
７
万
４
千

円
、
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

３
億
５
１
７
４
万
４
千
円
、
温
泉

掘
削
工
事
１
億
２
７
４
４
万
円
、

城
川
内
運
動
場
お
よ
び
設
備
改
修

町
の
家
計
簿
を
公
表
し
ま
す
平
成
28
年
度
決
算
報
告

民生費
26 億 9256 万 3 千円

23.8％

公債費
17 億 746 万 3 千円

15.1％

土木費
16 億 8587 万円

14.9％

総務費
16 億 2603 万 6 千円

14.4％

農林水産業費
12 億 9020 万 2 千円

11.4％

教育費
7 億 4369 万 4 千円

6.6％

衛生費
6 億 3292 万 9 千円

5.6％

商工費
4 億 2023 万 3 千円

3.7％

消防費
3 億 9832 万 3 千円

3.5％

災害復旧費
2011 万 2 千円

0.2％

歳出
（目的別）
113 億
1753 万
３千円

　義務的経費とは、町で働く
職員の人件費や国などへの借
金返済額を表す公債費、児童
や高齢者などを支援するため
の扶助費などのことです。
　 本 町 の 平 成 28 年 度 決 算
の歳出では、義務的経費が 
40.6％を占めています。

義務的経費が 40.6％

行
政
用
語
の
解
説
（
歳
出
）

■
歳
出

　

会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治
体
等

の
支
出

■
総
務
費

　

全
般
的
な
管
理
事
務
、
企
画
調
整
事

務
、
財
政
事
務
、
選
挙
事
務
な
ど
の
経
費

■
民
生
費

　

社
会
福
祉
、
身
体
障
害
者
、
老
人
福

祉
、
児
童
福
祉
な
ど
の
経
費

■
衛
生
費

　

保
健
事
業
、
感
染
症
予
防
、
廃
棄
物

処
理
な
ど
の
経
費

■
農
林
水
産
業
費

　

農
・
林
・
漁
業
振
興
対
策
の
経
費

■
土
木
費

　

道
路
、
橋
り
ょ
う
、
河
川
、
港
湾
、

公
営
住
宅
な
ど
の
経
費

■
消
防
費

　

消
火
、
防
災
防
除
、
災
害
時
被
害
軽

減
な
ど
の
経
費

■
教
育
費

　

教
育
委
員
会
、
小
・
中
学
校
、
社
会

教
育
な
ど
の
経
費

■
公
債
費

　

事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
入
れ
た
お

金
の
償
還
金

工
事
７
１
８
０
万
４
千
円
な
ど
を

実
施
し
た
た
め
、
投
資
的
経
費
は

31
億
２
１
６
６
万
５
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

積
立
金
は
、
ぶ
り
奨
学
金
基

金
に
１
億
２
１
４
９
万
8
千

円
、
夢
追
い
獅
子
島
架
橋
基
金
に

１
億
１
０
５
１
万
８
千
円
な
ど
を
積

立
て
る
こ
と
が
で
き
、
基
金
残
高

も
59
億
９
６
９
４
万
円
で
前
年
比

１
億
４
１
０
０
万
７
千
円
の
増
額
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
の
報
告
を
通
じ
、
町
財

政
の
実
情
に
つ
い
て
ご
理
解
を
い
た

だ
き
、
今
後
の
財
政
運
営
に
よ
り
一

層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

地
方
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
分
に

係
る
使
途
の
明
確
化
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
消
費
税
率

（
国
・
地
方
）
が
５
％
か
ら
８
％
へ
引

き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
地
方
消

費
税
交
付
金
の
増
収
分
に
つ
い
て
は
、

そ
の
使
途
を
明
確
化
し
、
社
会
保
障
施

策
に
要
す
る
経
費
（
人
件
費
以
外
）
に

充
て
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
平
成
28
年
度
の
地
方
消

費
税
（
社
会
保
障
財
源
化
分
）
は
、

７
６
０
７
万
７
千
円
と
な
り
、
こ
れ
ら

は
「
高
齢
者
生
活
支
援
事
業
」「
子
ど

も
医
療
費
助
成
事
業
」「
保
育
所
運
営

事
業
費
」「
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
」「
母

子
保
健
事
業
」「
予
防
接
種
事
業
」「
健

康
増
進
事
業
」
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

依

存

財 源

自 主

財
源

町税
8 億 7094 万 4 千円

7.2％

繰越金
11 億 1792 万 9 千円

9.3％

地方交付税
47 億 8353 万 5 千円

39.6％

国庫支出金
13 億 9346 万 3 千円

11.5％

県支出金
10 億 7390 万 2 千円

8.9％

16 億 2590 万円
13.5％

町債

その他
2 億 4855 万 3 千円

2.1％

分担金及び負担金
1 億 8759 万 2 千円

1.6％

歳入
120 億
6542 万
9 千円

その他
7 億 6361 万 1 千円

6.3％
自主財源その他内訳（単位：千円）
　使 用 料
　手 数 料
　財産収入
　寄 附 金
　繰 入 金
　諸 収 入

45,387
7,987

63,677
193,856
202,729
249,975

依存財源その他内訳（単位：千円）
地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金

65,826
548

1,361
763

168,109
8,051
2,443
1,452

行
政
用
語
の
解
説
（
歳
入
）

■
歳
入

会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治

体
等
の
収
入

■
町
税

町
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
町

民
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金

■
繰
越
金

前
年
度
か
ら
本
年
度
へ
持
ち
越

し
た
お
金

■
地
方
交
付
税

国
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金

を
一
定
の
基
準
に
よ
り
国
か
ら

交
付
さ
れ
る
税

■
繰
入
金

町
の
基
金
な
ど
か
ら
繰
り
入
れ

た
お
金

■
国
庫
・
県
支
出
金

各
種
事
業
に
対
す
る
国
・
県
か

ら
交
付
さ
れ
る
負
担
金
・
補
助

金
な
ど

■
町
債

町
が
借
り
入
れ
た
お
金

自
主
財
源
は
24
・
４
％　

　

町
の
財
源
に
は
、
町
税
な
ど

の
自
分
た
ち
で
収
入
を
得
る
「
自

主
財
源
」
と
、
地
方
交
付
税
な

ど
の
よ
う
に
国
や
県
な
ど
か
ら

交
付
さ
れ
る
「
依
存
財
源
」
の

２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
自
主
財

源
が
多
い
ほ
ど
、
自
主
性
が
高

い
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
ま
す
。

物件費
13 億 9138 万 7 千円

12.3％

人件費
12 億 9371 万円

11.4％

普通建設事業費
31 億 155 万 3 千円

27.4％

補助費
10 億 5813 万 9 千円

9.3％
公債費

17 億 746 万 3 千円
15.1％

扶助費
15 億 9476 万 5 千円

14.1％

繰出金
7 億 6520 万 3 千円

6.8％
積立金

2 億 9535 万 9 千円
2.6％

歳出
（性質別）
113 億
1753 万
３千円

災害復旧事業費
2011 万 2 千円

0.2％

その他
8984 万 2 千円

0.8％
その他内訳（単位：千円）

維持補修費
投資および出資金

85,742
4,100

議会費
9918 万 3 千円

0.9％
労働費

92 万 5 千円
0.0％

※四捨五入の関係上、合計
が 100％となっていません。
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平
成
29
年
第
４
回
長
島
町
議
会
定

例
会
が
、
12
月
８
日
か
ら
19
日
ま
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
山
中
地
区

の
多
目
的
広
場
整
備
事
業
や
鷹
巣
地

区
の
水
利
施
設
整
備
に
係
る
県
営
事

業
負
担
金
、
だ
ん
だ
ん
市
場
新
設
駐

車
場
ト
イ
レ
工
事
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
１
億
７
２
７
８
万
７
千
円
追
加
）

案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
長
島
町
温
泉
セ
ン

タ
ー
第
２
泉
源
機
械
設
備
工
事
請
負

契
約
の
締
結
や
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
事
業
長
島
町
総
合
運
動
公
園

（
多
目
的
運
動
広
場
）
整
備
工
事
請

負
契
約
の
締
結
な
ど
を
含
む
22
議
案

が
可
決
。
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
１
件
承
認
さ
れ
、

平
成
28
年
度
長
島
町
決
算
が
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
で
追
加
さ
れ
た

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

単位：千円
第
４
回
議
会
定
例
会

追加された予算の主な事業
総務課
多目的広場整備事業 52,215
企画財政課
離島航路に対する運営費補助 4,592
獅子島地区戦略産品海上輸送費補助金 1,082
町民福祉課
放課後児童健全育成事業 6,273
水産商工課
レジャーランド太陽の里運営に係る経費 3,900
景観推進課
たんだん市場新設駐車場トイレ新築工事 16,769
水道課
城川内・郷式水源地取水設備更新工事 12,960
川内水源水質検査委託料 800
耕地課
農用水資源開発調査に係る県営事業負担金（川床地区） 8,500
農村災害対策整備事業に係る県営事業負担金（伊唐地区） 2,455
畑地帯総合整備事業に係る県営事業負担金（田尻地区） 3,493
畑地帯総合整備事業に係る県営事業負担金（浜漉仁田原地区） 3,385
水利施設整備事業に係る県営事業負担金（鷹巣地区） 17,500

一
般
会
計
の
予
算
の
総
額
１
０
８
億
１
３
７
４
万
５
千
円
に

〈
課
長
級
〉

総
務
課
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

（
企
画
財
政
課
長
）

杉
原　

幸
弘

企
画
財
政
課
長
（
町
民
福
祉
課
長
）

長
岡　

勇
二

税
務
課
長

（
総
務
課
長
補
佐
兼
職
員
第
一
係
長
）

○
平
薮　

太
喜

町
民
福
祉
課
長
（
税
務
課
長
）

濵
田　

照
幸

景
観
推
進
課
長
（
景
観
推
進
課
長
補

佐
兼
景
観
第
一
係
長
兼
農
林
係
長
）

○
村
上　

繁
己

農
林
課
長
（
農
林
課
長
補
佐
兼
管
理

係
長
兼
農
政
係
長
）

○
川
畑　

秀
紀

耕
地
課
長
（
水
産
商
工
課
技
術
補
佐

兼
工
務
係
長
）

○
石
橋　

久
信

水
道
課
長
（
景
観
推
進
課
長
）

小
城　

久
義

診
療
所
事
務
長
（
景
観
推
進
課
長
補

佐
兼
管
理
係
長
）

○
田
中　

耕
策

総
務
課
参
事
（
総
務
課
長
兼
選
挙
管

理
委
員
会
書
記
長
）

岩
切　
　

豊

税
務
課
参
事
（
診
療
所
事
務
長
）

城
戸　

隆
也

農
林
課
参
事
（
農
林
課
長
）

兒
玉　

修
二

耕
地
課
参
事
（
耕
地
課
長
）

大
堂　

充
博

水
道
課
参
事
（
水
道
課
長
）

濵
田　

健
二

〈
課
長
補
佐
級
〉

町
民
福
祉
課
長
補
佐
兼
生
活
保
護
係

長
兼
福
祉
事
務
所
次
長
（
町
民
福
祉

課
長
補
佐
兼
福
祉
事
務
所
次
長
）

牧　
　

一
弘

農
林
課
技
術
補
佐
兼
農
政
係
長
兼
農

村
振
興
係
長
（
農
林
課
技
術
補
佐
兼

農
村
振
興
係
長
）

椎
原　

洋
樹

水
道
課
技
術
補
佐
兼
水
道
第
一
係
長

（
水
道
課
主
幹
兼
水
道
第
一
係
長
）

○
久
保　
　

修

会
計
課
長
補
佐
兼
会
計
第
一
係
長

（
会
計
課
主
幹
兼
会
計
第
一
係
長
）

○
長
元　

勝
弘

総
務
課
主
幹
兼
職
員
第
一
係
長
（
総

務
課
主
幹
兼
職
員
第
二
係
長
）

脇
田　

高
洋

総
務
課
主
幹
兼
職
員
第
二
係
長
（
総

務
課
主
幹
兼
行
政
第
一
係
長
）

濱
口　

高
文

総
務
課
主
幹
兼
行
政
第
一
係
長
（
総

務
課
行
政
第
二
係
長
）○

町
口　

真
浩

総
務
課
主
幹
兼
消
防
防
災
係
長
（
総

務
課
消
防
防
災
係
長
）○

岩
塚　

大
作

企
画
財
政
課
主
幹
兼
電
算
係
長
（
企

画
財
政
課
電
算
係
長
）○

小
川　

伸
也

町
民
福
祉
課
主
幹
兼
戸
籍
住
民
係
長

（
町
民
福
祉
課
戸
籍
住
民
係
長
）

○
荒
田　

あ
け
み

景
観
推
進
課
主
幹
兼
管
理
係
長
（
水

産
商
工
課
主
幹
兼
商
工
観
光
係
長
）

牧　
　
　

祐
治

景
観
推
進
課
主
幹
兼
景
観
係
長
兼
農

林
係
長
（
景
観
推
進
課
主
幹
兼
景
観

第
二
係
長
）

小
﨑　

裕
二

養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
生
園
主
幹
兼
事

務
第
一
係
長
（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
長

生
園
主
幹
兼
事
務
係
長
）飯

尾　

公
徳

〈
係
長
級
〉

総
務
課
行
政
第
二
係
長
（
町
民
福
祉

課
生
活
保
護
係
長
）

二
階
堂　

晃

保
健
衛
生
課
保
健
第
一
係
長
（
保
健

衛
生
課
保
健
係
長
）

江
口　

幸
子

保
健
衛
生
課
保
健
第
二
係
長
（
保
健

衛
生
課
主
任
）

○
中
納　

朝
美

水
産
商
工
課
管
理
係
長
兼
商
工
観
光

係
長
（
水
産
商
工
課
管
理
係
長
）

田
中　

智
広

耕
地
課
工
務
係
長
（
耕
地
課
主
任
）

○
山
口　

博
之

養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
生
園
主
任
生
活

相
談
員
兼
事
務
第
二
係
長
（
養
護
老

人
ホ
ー
ム
長
生
園
主
任
生
活
相
談
員
）

○
尾
﨑　

洋
光

水
産
商
工
課
主
任
（
水
道
課
主
任
）

上　
　

晃
盛

水
産
商
工
課
主
任
（
耕
地
課
主
任
）

小
田　

嵩
洋

〈
係
員
〉

町
民
福
祉
課
主
事（
町
民
福
祉
課
主
事
補
）

○
坂
口　

沙
紀

保
健
衛
生
課
主
事（
保
健
衛
生
課
主
事
補
）

○
小
牛
尾
勇
介

人
事
異
動
平
成
30
年
１
月
　

１
月
１
日
付
け
で
、
役
場
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し

た
の
で
紹
介
し
ま
す
。（　

）
は
旧
職
、
〇
は
昇
任
で
す
。

～
平
成
29
年
度
歯
の
表
彰
～

　

町
で
は
、
長
島
町
健
康
づ
く
り
計

画
に
お
い
て
、
長
島
町
に
住
む
す
べ

て
の
人
が
一
人
ひ
と
り
健
康
で
い
き

い
き
と
生
涯
を
暮
ら
す
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
口
の
中
や
歯

の
健
康
に
さ
ら
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
歯
の
表
彰
を
行
う
こ

と
を
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
３
つ
の
部
門
で
計
63
人

が
、
12
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た
長
島

フ
ェ
ス
タ
で
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
７
０
２
４
表
彰
者

　

70
歳
以
上
80
歳
未
満
で
、
自
分
の

歯
を
24
本
以
上
持
っ
て
い
る
人

　

飯
尾
ミ
エ
子
（
蔵
之
元
）

　

石
本　

美
里
（
唐　

隈
）

　

岩
塚　
　

正
（
福
ノ
浦
）

　

上
田　

正
幸
（
母
良
木
）

　

大
川　

清
美
（
中　

南
）

　

大
戸　

君
子
（
市
来
崎
）

　

大
堂　

定
憲
（
浜　

漉
）

　

兼　

ツ
ユ
子
（
福
ノ
浦
）

　

上　
　
　

幸
（
上　

揚
）

　

島
田　

和
美
（
幣　

串
）

　

白
濱
富
士
子
（
御
所
ノ
浦
）

　

竹
上　

博
文
（
本　

町
）

　

田
邊　

順
子
（
蔵
之
元
）

　

轟　
　
　

保
（
蔵
之
元
）

　

長
元　

信
男
（
薄　

井
）

歯
は
健
康
の
原
点

　

浦
上　

柊
哉
（
中　

南
）

　

大
迫
暖
乃
香
（
犬
鹿
倉
）

　

小
川　

海
翔
（
指　

江
）

　

加
世
堂
文
暢
（
加
世
堂
）

　

上　
　

竜
盛
（　

西　

）

　

小
場　

凛
花
（
蔵
之
元
）

　

小
宮
路
聡
汰
（
山
門
野
上
）

　

坂
之
下
拓
人
（
川
床
下
）

　

坂
之
下
ひ
な
た
（
山
門
野
中
）

　

立
元　

瑛
登
（
小　

浜
）

　

建
山　

莉
愛
（
山　

中
）

　

田
中　

美
月
（
火
ノ
浦
）

　

谷
尾　

鈴
明
（
茅　

屋
）

　

鶴
長　
　

修
（
藤
之
元
）

　

長
岡　

一
希
（
葛　

輪
）

　

永
岡　

那
智
（
山　

中
）

　

濵
崎　

香
穂
（
中　

南
）

　

濵
島　

栞
那
（
薄　

井
）

　

古
川　

晃
世
（
本　

町
）

　

堀
井
新
大
朗
（
指　

江
）

　

宮
脇　

海
実
（
福
ノ
浦
）

　

柳　

理
央
奈
（
浦　

底
）

　

山
下　

劉
泰
（
火
ノ
浦
）

　

山
本　

陽
詩
（
蔵
之
元
）

　

西
崎　

和
十
（
福
ノ
浦
）

　

濱　
　

利
範
（
宮
ノ
浦
）

　

原
口　

哲
彌
（
小　

坂
）

　

山
下
チ
ヨ
子
（
浦　

底
）

■
８
０
２
０
表
彰
者

　

80
歳
以
上
で
自
分
の
歯
を
20
本
以

上
持
っ
て
い
る
人

　

飯
尾　

正
子
（
城
川
内
）

　

石
田　

弘
美
（
宮
ノ
浦
）

　

岩
内　
　

亮
（
幣　

串
）

　

大
川　

順
子
（
指　

江
）

　

大
堂　

英
之
（
浜　

漉
）

　

大
堂　

昌
英
（
城
川
内
）

　

金
磯　

照
佳
（
茅　

屋
）

　

久
保　

千
鶴
（
川
床
上
）

　

小
畑　

富
義
（
片　

側
）

　

白
濱　
　

信
（
御
所
ノ
浦
）

　

竹
之
内
勝
廣
（
指　

江
）

　

田
中
登
志
代
（
脇　

崎
）

　

鶴
長　

八
郎
（
山
門
野
中
）

　

濵
田　

重
則
（
馬　

込
）

　

平
田
四
津
江
（
指　

江
）

　

牧　
　

政
満
（　

牧　

）

　

町
田　

勇
力
（
指　

江
）

　

安
行　

鈴
子
（
山
門
野
上
）

■
６
歳
児
む
し
歯
ゼ
ロ
表
彰
者

　

就
学
時
健
診
で
む
し
歯
が
無
か
っ

た
６
歳
児

　

荒
田　

莉
浬
（
幣　

串
）

　

上
田　

心
愛
（
宮
ノ
浦
）

長島町地域包括支援センターだより
長島元気ＧＯＧＯ！体操で、いつまでも自分の足で歩いて行こう！

「上揚サロンまくい会」
　同会は、しゃべりまくい・笑いまくい・歌いま
くいなどの「○○しまくる」と意味が込められた
グループ名で、気軽に集まれる場所が欲しいと、
平成 29 年に立ち上げたサロンです。
　月・水・金の週３回集まり、長島元気ＧＯＧＯ！
体操を実践しています。9 月から継続的に体操を
実践し、3 カ月後の歩行スピード測定では、ほと
んどの人が速く歩けるようになり、体操で脚力が
ついたことが分かりました。参加者らは「身体が
軽くなった」「足がつらなくなった」「足の曲げ伸
ばしが楽になった」「股関節が柔らかくなった」
などと喜びの声が聞かれています。
　センターでは、今後もこの体操を継続していた
だき、いつまでも自分の足で歩けるようサポート
していきます。

◎問い合わせ先
　長島町地域包括支援センター
　☎（86）1153［直通］

↑長島元気 GOGO! 体操を実践する同会参加者ら
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わが町の地方創生

川商ハウス長島支店がオープン

↑テープカットを行う川添町長、西田社長、児島議長（写真左から）

　株式会社川商ハウス長島支店が指江にオープン
し、そのセレモニーが 12 月７日、同支店で行わ
れました。
　セレモニーでは、関係者らが見守るなか、同社
の西田隆昭代表取締役社長、川添町長、児島議長
がテープカットを行い、同店のオープンを祝いま
した。
　同社が、鹿児島市外に支店を出すのは、初めて
のことになります。
　川添町長は「空き家対策は、全国的に問題になっ
ているテーマであるが、同社がいち早く地方へ出
店していただいた。町としても、これまであまり
活用されなかった空き家対策関係の制度を見直し、
年度末までに実績を残せるよう対応していきたい。
この出店が地方を含めた地域活性化へつながって
いくことに期待したい」とあいさつしました。

◎問い合わせ先
　川商ハウス長島支店（指江 1327-1）
　☎（88）5551　FAX（88）5553
　営業：10:30 ～ 17:30（定休日：木、日）

ぶり奨学金寄付金 寄付者の紹介

◎問い合わせ先
　役場総務課　☎（86）1111［代表］

　この度「ぶり奨学金基金」に次のかたか
ら、寄付をいただきました。
　・児島イツエさん
　・行人岳不動明王廟運営委員会
　「ぶり奨学金」は長島の子育てをみんな
で支える仕組みです。ぜひ皆さまにおかれ
ましても、本制度に対する寄付へのご理解・
ご協力をよろしくお願いします。

↑第 11 回関東ながしま会で町長へ寄付金を手渡す児島さん

　長島大陸Ｎセンターでは、ワークショップ『「高
校ってなんのために行くの？」みんなで考えよう』
を次のとおり開催します。
　鹿児島県立出水高等学校の武田恭輔教諭や、長
島在住の現役のＮ高生が赤裸々に高校について語
ります。「高校に行ったけどイメージが違っていて
通わなくなった」、「あまりに遠くて通いきれない」
などの悩みを体験したＮ高生の話や高校の先生の
話を聞きながら、現時点での保護者や生徒の疑問
をぶつけてみてください。ぜひご参加ください。

○開催日
　１月 28 日（日）　15:00 ～ 17:00
○対象者
　中学生およびその保護者
◎問い合わせ先
　役場総務課地方創生係　☎（86）1111［代表］

『「高校って何のために行くの？」みんなで考えよう』
ワークショップを開催 長島大陸Ｎセンター

マンゴツリーカフェ９店舗で鰤王フェアを開催
　国内外で飲食店を展開する株式会社ミールワー
クス（東京都・小島由夫代表取締役社長）が経
営する、タイ料理店「マンゴツリーカフェ」の 9
店舗で１月から 1 カ月間、長島町の鰤王を使用
した特別メニューが提供されます。
　実施店舗は、恵比寿・池袋・大宮・豊洲・横浜・
上野・新宿・高輪・有楽町の 9 店舗です。各店
舗では、それぞれ異なる鰤王使用のオリジナルメ
ニューが提供されます。
　この機会に、ぜひ鰤王とタイ料理のコラボレー
ションをお楽しみください。

↑恵比寿店での提供例 ↑池袋店での提供例

　12 月９日からの２日間、長島大陸 N センター
で、鹿児島純心女子高校の生徒による起業体験
キャンプが行われました。
　 こ の プ ロ グ ラ ム は、「Don’ t Talk,All Action」
を合い言葉に、議論するより行動を重視する起業
体験プログラム「StartupBaseU18」（主催：森真
悠子氏）とコラボレーションして開催され、長島
町では２回目の開催となります。
　集まった高校生は 16 人。プログラム開始早々
から自分のアイデアを参加者全員にぶつけ、架空
の株式会社設立のための仲間をあつめ、問題解決
のアイデアを作成します。長島町の観光スポット
案内や、墓参りのお手伝いをするサービスなど多
種多様なアイデアがでました。
　「起業家メンター」として長島在住の山上農園

の山上博樹さんや、甑島で活動している山下ケン
タさんがアドバイザーとして参加し、高校生たち
の案に対して厳しくも温かいアドバイスをしてい
ました。

鹿児島純心女子高生らが起業体験キャンプ in 長島に参加
長島大陸Ｎセンター

↑活発な意見を交わす高校生たち

　東京・丸の内「丸の内朝大学」や、農業実験レ
ストラン「六本木農園」など、数多くの地域プロ
デュース・企業ブランディングを手がける地域プ
ロデューサーの古田秘馬さんが 12 月７日に来町
し、Ｎセンターでイベントを開催しました。
　このイベントは、地域のために活動するメン
バーが古田氏にプレゼンテーションを行いつつ、
アドバイスをもらう形式で進行。プレゼンターは
地域おこし協力隊の太田さん、石元淳平醸造の石
元さん、町内の高校生の３人が参加し、このイベ
ントには 50 人を超す来場者がありました。

　古田氏からは厳しくも建設的な意見が出され、
それぞれのプレゼンターや来場者らに、とても学
びの多い実りある時間となりました。

地域プロデューサーと意見交換 長島大陸Ｎセンター

↑懇親会で古田氏を囲む参加者ら
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４月 10 日告示、15 日投開票
長島町長・町議会議員選挙

　長島町選挙管理委員会は、12 月定例会にお
いて任期満了に伴う長島町長選挙と長島町議
会議員選挙の日程を平成 30 年４月 10 日告示、
15 日投開票と決めました。同議会議員の定数
は 14 人です。
　両選挙の立候補予定者説明会を２月 27 日午
前 10 時から、長島町開発総合センターで開き
ます。立候補の届け出は４月 10 日午前８時 30

分から午後５時まで、同センターで受付けます。
　投票は４月 15 日午前７時から午後７時まで
町内 26 カ所（うち獅子島地区４カ所は 14 日
に繰り上げ）で行い、午後８時 30 分から同セ
ンターで開票します。
　平成 29 年 12 月１日現在の選挙人名簿登録
者数は 8,870 人（男 4,247 人、女 4,623 人）です。

　

次
の
①
か
ら
⑤
ま
で
の
項
目
に

よ
っ
て
処
罰
さ
れ
る
と
、
公
民
権
停

止
（
※
）
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
政
治
家
の
寄
附
の
禁
止

　

政
治
家
が
選
挙
区
内
に
あ
る
人
に

対
し
て
寄
附
を
す
る
こ
と
は
、
そ
の

時
期
や
名
義
の
い
か
ん
に
関
わ
ら
ず
、

罰
則
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

政
治
家
以
外
の
人
が
政
治
家
名
義

の
寄
附
を
す
る
こ
と
も
罰
則
を
も
っ

て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
ま
た
は

そ
の
支
部
や
親
族
に
対
す
る
も
の
な

ど
は
、
禁
止
の
対
象
か
ら
除
か
れ
ま

す
。

●
政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
す
る
結

婚
披
露
宴
に
お
け
る
祝
儀
、
葬
式
や

通
夜
に
お
け
る
香
典
は
、
罰
則
の
対

象
か
ら
除
か
れ
て
い
ま
す
（
選
挙
に

関
し
て
な
さ
れ
た
場
合
や
、
通
常
一

般
の
社
交
の
程
度
を
超
え
て
い
る
場

合
は
処
罰
さ
れ
ま
す
）。

②
政
治
家
に
対
す
る
寄
附
の
勧
誘
・

要
求
の
禁
止

　

政
治
家
に
対
し
て
寄
附
を
す
る
よ

う
勧
誘
や
要
求
を
す
る
こ
と
も
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
政
治
家
を
威
迫
し

て
、
あ
る
い
は
、
政
治
家
の
当
選
ま

た
は
被
選
挙
権
を
失
わ
せ
る
目
的
で

勧
誘
や
要
求
を
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま

す
。

　

政
治
家
名
義
の
寄
附
を
求
め
る
こ

と
も
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
威
迫
し
て

求
め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

③
政
治
家
の
関
係
団
体
の
寄
附
の
禁

止
　

政
治
家
が
役
職
員
や
構
成
員
で
あ

る
団
体
や
会
社
が
、
選
挙
区
内
に
あ

る
人
に
対
し
て
、
政
治
家
の
氏
名
を

表
示
し
た
り
、
氏
名
が
類
推
さ
れ
る

よ
う
な
方
法
で
寄
附
を
し
た
り
す
る

こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
選
挙
に

関
し
て
寄
附
を
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま

す
。

④
政
治
家
の
後
援
団
体
の
寄
附
の
禁

止
　

政
治
家
の
後
援
団
体
（
い
わ
ゆ
る

後
援
会
）
が
、
選
挙
区
内
に
あ
る
人

に
対
し
て
、
花
輪
・
供
花
・
香
典
・

祝
儀
や
、
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
を

出
し
た
り
、
後
援
団
体
の
設
立
目
的

政
治
家
の
寄
附
は
禁
止

有
権
者
が
求
め
る
こ
と
も
禁
止

に
よ
り
行
わ
れ
る
行
事
や
事
業
に
関

す
る
寄
附
以
外
の
寄
附
を
し
た
り
す

る
と
、
そ
の
時
期
や
名
義
の
い
か
ん

に
関
わ
ら
ず
処
罰
さ
れ
ま
す
。

●
一
般
の
政
党
支
部
は
後
援
団
体
に

は
当
た
り
ま
せ
ん
が
、
③
に
あ
る
よ

う
に
、
政
治
家
の
氏
名
を
表
示
し
た

り
、
氏
名
が
類
推
さ
れ
る
よ
う
な
方

法
で
寄
附
し
た
り
す
る
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

⑤
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る
有
料
広

告
の
禁
止

　

政
治
家
や
政
治
団
体
（
い
わ
ゆ
る

後
援
会
）
が
、
選
挙
区
内
に
あ
る
人

に
対
し
て
、
主
と
し
て
あ
い
さ
つ
を

目
的
と
す
る
有
料
の
広
告
を
新
聞
・

雑
誌
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
に
出
す
と
処
罰
さ
れ
ま

す
。

　

政
治
家
や
後
援
団
体
に
対
し
、
あ

い
さ
つ
を
目
的
と
す
る
有
料
広
告
を

求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
お
り
、

威
迫
し
て
求
め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

※
「
公
民
権
停
止
」
と
は
、
選
挙
へ

の
立
候
補
や
選
挙
で
の
投
票
、
選
挙

運
動
へ
の
参
加
な
ど
が
禁
止
さ
れ
る

こ
と
。

　

こ
の
時
期
は
、
何
か
と
贈
り
物
を
す
る
機
会
が
多
い
で
す
が
、
政
治

家
が
選
挙
区
内
の
人
に
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
公
職
選
挙
法
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
有
権
者
が
政
治
家
に
寄
附
や
贈
り
物
を
求
め
る
こ
と

も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
明
る
い
選

挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。
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Tax News 納期内納入にご協力ください

◎
所
得
税
の
確
定
申
告
は
お
早
め
に

申
告
期
間
は

２
月
16
日
（
金
）
～
３
月
15
日
（
木
）

　

給
与
所
得
者
の
所
得
税
は
、
毎
月

の
給
料
や
賞
与
か
ら
源
泉
徴
収
さ

れ
、
そ
の
年
の
最
後
の
給
料
や
賞
与

の
支
払
い
時
に
行
わ
れ
る
「
年
末
調

整
」
に
よ
っ
て
精
算
さ
れ
る
た
め
、

大
部
分
の
給
与
所
得
者
は
あ
ら
た
め

て
確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
次
に
該
当
す
る
人

は
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

①
給
与
の
年
収
が
２
千
万
円
を
超
え

　

る
人

②
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
各

▼
確
定
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
人

▼
公
的
年
金
の
収
入
額
が

４
０
０
万
円
以
下
の
人

　

公
的
年
金
に
か
か
わ
る
雑
所
得
を

有
す
る
人
で
、
そ
の
年
中
の
公
的
年

金
な
ど
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円

以
下
で
、
か
つ
、
そ
の
年
分
の
公
的

年
金
な
ど
に
か
か
わ
る
雑
所
得
以
外

の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る

場
合
は
、
そ
の
年
分
の
所
得
税
に
つ

い
て
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

　

役
場
税
務
課
町
民
税
係

　

☎
（
86
）
１
１
７
２
［
直
通
］

　

平
成
29
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
は
、
２
月
16
日
（
金
）
か
ら
３
月

15
日
（
木
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
事
項
に
注
意
し
て
、
確
定
申

告
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

種
所
得
金
額
（
例
：
生
命
保
険
契

　

約
な
ど
に
基
づ
く
一
時
金
を
受
け

　

取
っ
た
場
合
や
、
不
動
産
の
貸
付

　

に
よ
る
収
入
が
あ
る
場
合
な
ど
）

　

の
合
計
が
20
万
円
を
超
え
る
人

③
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て

　

い
る
人

④
給
与
所
得
者
以
外
で
昨
年
中
の
所

　

得
の
合
計
額
が
基
礎
控
除
、
配
偶

　

者
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得

　

控
除
の
額
を
超
え
る
人

⑤
風
水
害
な
ど
の
災
害
に
遭
わ
れ
た
人

⑥
多
額
の
医
療
費
を
支
払
わ
れ
た
人

⑦
マ
イ
ホ
ー
ム
を
新
築
（
購
入
）・

　

増
改
築
し
、
年
末
に
お
い
て
金
融

　

機
関
に
借
入
金
残
高
の
あ
る
人

※
⑤
～
⑦
に
該
当
す
る
場
合
は
、
源

泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
所
得
税
が
還
付

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

申
告
・
納
付
期
限
の
３
月
15
日
間

近
に
な
る
と
、
税
務
署
の
窓
口
は
大

変
混
雑
し
ま
す
。
申
告
書
は
自
分
で

書
い
て
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

確
定
申
告
の
作
成
に
関
す
る
相
談

会
場
（
税
務
署
・
役
場
）
に
来
場
す

る
際
は
、
整
理
・
集
計
を
行
っ
た
収

入
の
分
か
る
資
料
や
経
費
の
領
収
書

の
ほ
か
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

筆
記
用
具
、
電
卓
、
印
鑑
を
持
参
く

だ
さ
い
。

　

し
か
し
、
医
療
費
控
除
な
ど
に
よ

る
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
に

は
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
公
的
年
金
な
ど
以
外
の
所
得

金
額
が
20
万
円
以
下
で
所
得
税
の
確

定
申
告
の
提
出
を
し
な
い
場
合
で

あ
っ
て
も
町
県
民
税
の
申
告
は
必
要

で
す
。

役
場
の
組
織
を
４
月
１
日
か
ら
再
編

　

平
成
29
年
第
２
回
長

島
町
議
会
定
例
会
に
お

い
て
、「
長
島
町
の
事
務

所
の
位
置
等
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」
と
「
長
島
町

役
場
支
所
設
置
条
例
」

の
制
定
議
案
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
役
場
庁
舎
は
平
成
33

年
４
月
１
日
に
現
行
の

分
庁
方
式
か
ら
本
所
・

支
所
方
式
へ
移
行
し
ま

す
。

　

長
島
町
は
２
町
合
併

以
来
、
２
つ
の
役
場
庁

舎
を
本
所
と
す
る
分
庁

方
式
の
体
制
を
と
っ
て

き
ま
し
た
。
２
町
に
よ

る
合
併
を
協
議
し
て
き

た
長
島
地
区
合
併
協
議

会
で
は
、

①
新
庁
舎
の
建
設
に
つ

い
て
は
、
現
在
の
両
町

の
庁
舎
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
と
し
、

新
た
に
建
設
し
な
い
。

②
新
町
の
行
政
組
織
・
機
構
は
、
当

分
の
間
は
、
両
町
の
庁
舎
で
用
事
が

済
ま
せ
ら
れ
る
よ
う
な
総
合
支
所
方

式
（
＝
分
庁
方
式
と
同
様
）
を
採
用

す
る
。

③
住
民
が
慣
れ
る
ま
で
の
当
分
の
間

と
し
、
将
来
に
つ
い
て
は
、
新
町
の

執
行
部
、
議
会
な
ど
に
ゆ
だ
ね
る
。

※
①
～
③
は
要
約

と
の
報
告
の
も
と
に
合
併
協
定
が
結

ば
れ
、
新
町
で
は
分
庁
方
式
が
採
用

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
同
合
併
協
議
会
で
の
協

議
の
経
緯
や
第
１
次
・
第
２
次
長
島

町
行
政
改
革
大
綱
、
長
島
町
町
有
施

設
の
在
り
方
検
討
委
員
会
の
答
申
な

ど
で
役
場
庁
舎
を
本
所
・
支
所
方
式

へ
移
行
す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
平
成
28

年
度
に
旧
長
島
町
地
域
を
対
象
と
し

て
庁
舎
の
あ
り
方
座
談
会
を
開
催
し
、

昨
年
の
議
会
へ
の
上
程
・
可
決
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
指
江
地
域
（
庁
舎
）
が

衰
退
し
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
よ
う

振
興
策
を
推
進
し
な
が
ら
、
本
所
・

支
所
方
式
へ
移
行
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

町民福祉課

保健衛生課

総務課

戸籍住民係

年金係

社会福祉係

老人福祉係

児童福祉係

生活保護係

長生園

管理係

国民健康保険係

保健係

環境衛生係

介護保険係

職員係

庶務係

財産管理係

行政係

交通安全係

消防防災係

地方創生係

ふるさと納税係

町民保健課 戸籍住民係

年金係

国民健康保険係

保健予防係

環境衛生係

介護保険係

地域包括係

社会福祉係

老人福祉係

子育て支援係

生活保護係

長生園

福祉事務所

介護環境課

地方創生課

総務課 職員係

庶務係

財産管理係

行政係

交通安全係

消防防災係

地方創生係

ふるさと納税係

長島町役場組織再編概要図

　

町
民
の
ニ
ー
ズ
や
多
様
化
す
る
役

場
業
務
に
対
応
す
る
た
め
、
長
島
町

役
場
の
組
織
を
平
成
30
年
４
月
１
日

か
ら
再
編
し
ま
す
。

　

町
で
は
「
長
島
町
課
設
置
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
を
平
成

29
年
第
３
回
長
島
町
議
会
定
例
会
に

上
程
し
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
保
健
衛
生
課
、

町
民
福
祉
課
、
総
務
課
の
３
つ
の
課

を
、
４
月
１
日
か
ら
町
民
保
健
課
、

介
護
環
境
課
、
福
祉
事
務
所
、
長
生

園
、
総
務
課
、
地
方
創
生
課
の
６
つ

の
組
織
に
改
め
ま
す
。

　

こ
の
組
織
再
編
に
と
も
な
い
、
１

月
か
ら
長
島
町
役
場
（
鷹
巣
）
の
１

階
を
一
部
改
修
し
ま
す
。
ロ
ビ
ー
な

ど
が
狭
く
な
り
町
民
の
皆
さ
ま
に
は

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

概
要
は
、
次
の
図
の
と
お
り
で
す
。

平成 33 年４月から本所・支所方式へ移行
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1
日

3
日

5
日

6
日

7
日

8
日
～
19
日

14
日

16
日

18
日

19
日

20
日

21
日

25
日

26
日

27
日

28
日

30
日

保
護
司
法
務
大
臣
表
彰
伝
達　
　
　
（
役
場
）

社
会
貢
献
者
表
彰
報
告　
　
　
　
　
（
役
場
）

薄
井
恵
比
寿
祭
り　
　
　
　
　
（
薄
井
漁
港
）

長
島
町
建
友
会
全
国
災
害
復
旧
及
び
災
害
防

止
功
労
者
表
彰
報
告　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

消
防
団
副
団
長
（
町
口
氏
・
竹
上
氏
）
藍
綬

褒
章
受
賞
報
告　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

長
島
フ
ェ
ス
タ　
　
（
文
化
ホ
ー
ル
駐
車
場
）

障
害
者
福
祉
計
画
策
定
委
員
会
委
嘱
状
交
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

課
長
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

認
定
農
業
者
認
定
証
交
付
式　
（
指
江
庁
舎
）

人
権
の
花
閉
会
式　
　
　
（
蔵
之
元
小
学
校
）

建
設
新
聞
取
材　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

阿
久
根
地
区
交
通
安
全
協
会
代
議
員
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
阿
久
根
市
）

子
宝
お
祝
い
金
支
給　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

川
商
ハ
ウ
ス
長
島
支
店
オ
ー
プ
ン　
（
指
江
）

長
島
町
議
会
12
月
定
例
会

獅
子
島
架
橋
要
望
活
動　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

島
原
・
天
草
・
長
島
架
橋
構
想
及
び
九
州
西

岸
軸
構
想
推
進
地
方
大
会　
　
　
（
出
水
市
）

茅
屋
老
人
ク
ラ
ブ
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
優
良
団

体
表
彰
祝
賀
会　
　
　
　
　
　
　
　
（
茅
屋
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

県
漁
業
信
用
基
金
協
会
理
事
会（
鹿
児
島
市
）

町
水
産
振
興
に
関
す
る
意
見
交
換
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

国
保
連
合
会
正
副
理
事
長
会
議（
鹿
児
島
市
）

内
外
情
勢
調
査
会　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会　
（
出
水
市
）

町
村
会
理
事
会　
　
　
　
　
　

(

鹿
児
島
市
）

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
議
会　
（
阿
久
根
市
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

課
長
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

職
員
ア
イ
デ
ア
表
彰
、
仕
事
納
め
式

　
　
　
　
　
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

消
防
団
年
末
警
戒
激
励 12 月

　経験豊富な料理人ならではの
アイディアから生まれた、家
庭で作りやすくて美味しいメ
ニューを紹介します。

　ダウン症を抱えながら、平日は
会社員、週末はテレビ番組でタレ
ント活動もする著者の初エッセー
集。

あ
べ 

け
ん
太　

著

「
今
日
も
一
日
、楽
し
か
っ

た
」

著
　
笠
原 

将
弘

「
僕
が
本
当
に
好
き
な
和

食
」

夕
し
ぐ
れ
飛
び
石
の
い
ろ
深
め
た
り　
　
　

淵
脇　
　

護

氏
神
へ
野
石
七
段
笹
子
鳴
く　
　
　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

血
縁
の
ほ
そ
ぼ
そ
つ
づ
く
除
夜
の
鐘　
　
　

山
嵜
加
代
子

数
へ
日
や
残
業
続
く
加
工
場　
　
　
　
　
　

関　

佳
代
美

除
夜
の
鐘
余
白
の
多
き
日
記
帳　
　
　
　
　

山
田　

哲
夫

煤
逃
げ
や
手
応
の
な
き
糸
垂
ら
す　
　
　
　

筑
前　

初
市

初
鶴
を
借
景
と
し
て
わ
が
狭
庭　
　
　
　
　

白
男
川
孝
仁

落
ち
葉
焚
く
雨
の
に
ほ
ひ
の
近
づ
け
ば　
　

迫
口　

君
代

花
八
ツ
手
我
ま
ま
ゆ
る
す
母
逝
け
り　
　
　

脇
田　

武
志

冬
凪
に
波
の
秀
く
だ
け
光
り
を
り　
　
　
　

坂
口　

静
子

使
わ
れ
ぬ
手
押
し
車
や
水
仙
花　
　
　
　
　

大
堂　

正
弘

数
え
日
や
一
日
足
り
ぬ
予
定
表　
　
　
　
　

大
堂　

光
幸

父
母
に
あ
い
た
き
日
な
り
笹
鳴
け
る　
　
　

大
堂　

早
苗

除
夜
の
鐘
ぼ
ん
の
う
追
放
手
を
合
す　
　
　

二
階
堂
恵
子

［
短
歌
］

七
草
に
生
誕
弥
生
十
一
日
天
昇
の
母
長
も
哀
悼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
村　

清
子

い
つ
の
間
に
七
十
二
の
年
お
と
こ
我
の
見
る
夢
ま
だ
足
ら

ぬ
夢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

貢

鳶
滑
空
飛
行
機
雲
を
遠
く
突
切
り
て
上
昇
気
流
を
見
つ
け

た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
方　

清
明

親
の
恩
い
か
に
深
き
を
知
り
つ
つ
も
老
せ
ま
り
き
て
あ
り

が
た
き
を
思
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

古ふ
る
さ
と里

と
書
け
ば
の
ど
か
さ
あ
ふ
る
る
が
故ふ

る
さ
と郷

と
か
き
て
想

い
溢
る
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
木　

良
平

年
取
れ
ば
寒
さ
な
る
か
な
困
る
か
な
何
枚
着
て
も
寒
い
な

る
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

長
生
き
の
道
の
り
顧
み
る
こ
の
頃
に
申
し
訳
な
き
事
の
み

多
か
り
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

長
島
路
し
あ
は
せ
色
の
コ
バ
ナ
セ
ン
ナ
石つ

わ蕗
の
黄
花
に
心

な
ご
め
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

底
ご
も
り
保
冷
車
行
け
ば
枯
椎
葉
バ
レ
リ
ー
ナ
の
ご
と
山

路
に
回
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

石
段
に
散
り
し
木
の
葉
は
紅
葉
に
て
掃
く
に
は
惜
し
く
両

手
に
拾
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

久
び
さ
に
亡
母
の
生
家
を
訪

お
と
なひ

ぬ
天
草
灘
よ
り
荒す

さ

ぶ
風
受
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

寒
き
夜
に
嫁
が
し
つ
ら
ふ
鍋
囲
む
八
十
路
と
な
り
し
齢よ
わ
い思

ひ
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

濱
田
美
代
子

亡
き
姉
を
支
ゆ
る
手
の
み
写
り
を
り
た
っ
た
一
枚
こ
れ
が

わ
が
亡
母　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

潮
風
と
夕
陽
を
返
す
窓
硝
子
日
の
入
り
て
な
ほ
し
ば
し
耀
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

暮
れ
ゆ
け
る
時
化
の
港
に
乱
れ
飛
ぶ
鴎
を
独
り
窓
越
し
に

見
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

朝
に
夕
に
呼
び
い
し
猫
の
老
い
死
に
て
人
の
死
よ
り
も
今

宵
は
悲
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
之
内
重
信

長
距
離
の
電
話
の
か
か
り
来
る
頃
と
子
に
言
い
た
き
を
メ

モ
し
て
お
き
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
元　
　

司

店
先
に
今
し
卸
さ
れ
て
い
る
見
れ
ば
長
島
産
の
馬
鈴
薯
箱
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村　

益
信

我
が
代
に
て
あ
る
い
は
絶
え
ん
家
系
に
て
背
負
う
ひ
と
り

の
肩
の
重
し
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

義
彦

豊
作
の
よ
ろ
こ
び
分
つ
夫
の
亡
く
焼
く
籾
殻
の
終
日
匂
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
　
洋
子

違
い
な
く
死
は
来
る
命
生
か
さ
る
る
限
り
を
生
き
な
畑
に

向
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　
　

学

干
さ
れ
い
て
乾
き
て
揺
る
洗
濯
物
子
あ
り
夫
あ
り
幸
せ
の
景

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
原
百
合
子

もしもの場合に備えて
宝くじ助成金で災害用備品を配備
　本町では、平成 29 年度宝くじ助成金で、獅子
島の４つの自主防災組織へ災害用移動炊飯器、折
りたたみ式リヤカーおよびチェンソーを配備しま
した。
　これは、災害時に備えて配備し、自主防災組織
の訓練などの防災活動にも活用されます。幣串自
主防災会の池田卓男会長は、「近年は熊本地震や
九州北部豪雨といった大災害が多く発生してい
る。災害時や自主防災組織の訓練など有効に使用
したい」と話されました。

↑配備した災害用移動炊飯器

か
ご
し
ま
の
新
特
産
品
コ
ン
ク
ー
ル
で

３
年
連
続
受
賞　

～ 

夢
一
水
産 

～

　

本
町
茅
屋
の
夢
一
水
産
（
小
﨑
貞
紀

代
表
）
が
、「
２
０
１
７
か
ご
し
ま
の

新
特
産
品
コ
ン
ク
ー
ル
・
食
品
部
門
」

で
日
本
百
貨
店
協
会
会
長
賞
を
昨
年
に

続
き
受
賞
し
、
12
月
５
日
、
小
﨑
代
表

ら
が
報
告
に
来
庁
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
多
様
化
す
る

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
売
れ
る
商

品
づ
く
り
を
促
進
す
る
た
め
、
県
内
で

新
た
に
開
発
・
製
造
・
改
良
さ
れ
た
商

品
を
公
募
し
、
生
産
者
の
技
術
の
向

上
、
製
品
開
発
意
欲
の
高
揚
を
図
る
た

め
に
、
公
益
社
団
法
人
鹿
児
島
県
特
産

↑報告に訪れた小﨑代表（写真右）とスタッフら

↑コンクール入賞商品
「夢一鯖づくしギフトセット」

品
協
会
な
ど
が
毎
年
開
催
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　

夢
一
水
産
は
、
同
コ
ン
ク
ー
ル
で
、

お
と
と
し
は
鹿
児
島
県
特
産
品
協
会
理

事
長
賞
を
受
賞
し
て
お
り
、
３
年
連
続

の
快
挙
を
果
た
し
た
ほ
か
、
県
漁
業
振

興
大
会
水
産
物
品
評
会
で
は
、
平
成
25

年
度
か
ら
連
続
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
賞
を

受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

小
﨑
代
表
は
「
平
成
25
年
に
起
業
し

て
以
来
、町
の
協
力
を
も
ら
い
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
頑
張
っ
て
こ
れ
た
。
こ
れ
か

ら
も
、
自
社
の
ブ
ラ
ン
ド
開
発
を
進
め

な
が
ら
、
長
島
の
水
産
物
の
Ｐ
Ｒ
を
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
社
は
２
月
に
、
阪
急
百
貨
店
う
め

だ
本
店
（
大
阪
市
）、
東
武
百
貨
店
池

袋
店
（
東
京
都
）
に
出
品
す
る
ほ
か
、

３
月
は
三
越
日
本
橋
本
店
（
東
京
都
）

で
出
品
す
る
予
定
で
す
。
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町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調

理
・
運
搬
業
務
委
託
者
募
集

　

平
成
30
年
度
以
降
の
調
理
・
運

搬
業
務
委
託
者
の
公
募
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

○
応
募
資
格

　

町
内
の
個
人
及
び
法
人

○
業
務
委
託
の
内
容

　

学
校
給
食
の
調
理
及
び
各
学
校

　

へ
の
配
送
業
務

○
開
催
日
時　

　

２
月
６
日(

火)

　
　

15
時
30
分
～

○
開
催
場
所

　

指
江
庁
舎
２
階
大
ホ
ー
ル

※
説
明
会
に
出
席
さ
れ
る
人
は
、

２
月
５
日
（
月
）
ま
で
に
教
育
総

務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　

☎
（
88
）
５
６
７
９

専
門
家
に
よ
る
巡
回
相
談
を

実
施

　

町
で
は
、
身
体
や
こ
こ
ろ
な
ど

を
含
め
た
生
活
全
般
の
相
談
に
対

応
す
る
相
談
支
援
事
業
を
、
一
般

相
談
支
援
事
業
所
「
あ
い
わ
の

里
」
に
委
託
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。

　

身
体
の
こ
と
、
こ
こ
ろ
の
こ

と
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
な
ど

生
活
全
般
の
相
談
に
、
社
会
福
祉

士
、
臨
床
心
理
士
、
理
学
療
法
士
、

言
語
聴
覚
士
、
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
な

ど
の
専
門
職
が
対
応
し
ま
す
。
予

約
は
不
要
で
す
。
ど
な
た
で
も
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時
・
場
所

・
１
月
23
日
（
火
）

　

10
時
～
12
時

　
　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

13
時
～
15
時

　
　

役
場
指
江
庁
舎
１
階

・
２
月
13
日
（
火
）

　

９
時
～
12
時

　
　

獅
子
島
ア
イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー

　

13
時
～
15
時

　
　

獅
子
島
島
内
巡
回
（
※
要
予
約
）

・
２
月
27
日
（
火
）

　

10
時
～
12
時

　
　

川
床
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※
右
記
の
時
間
で
相
談
員
が
常
駐

し
て
い
ま
す
。

※
以
降
の
開
催
日
程
に
つ
い
て

は
、
順
次
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
自
宅
へ
の
訪
問
依
頼
や
右
記
日

程
以
外
で
の
相
談
も
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
出
水
駅
発
（
８
時
45
分
・
11
時

20
分
・
12
時
40
分
・
15
時
25
分
・

16
時
45
分
・
18
時
５
分
）

○
料
金
（
片
道
）

　

大
人
１
０
５
０
円

　

小
人
５
３
０
円

○
運
行
経
路

　

蔵
之
元
港
～
温
泉
セ
ン
タ
ー
前
～

指
江
庁
舎
～
だ
ん
だ
ん
市
場
～
三
笠

中
前
～
筒
田
前
～
屋
地
～
古
浜
入
口

～
今
村
西
～
八
幡
神
社
東
～
出
水
駅

○
所
用
時
間　

65
分

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

天
草
市
地
域
政
策
課
交
通
政
策
係

　

☎
０
９
６
９
（
27
）
６
０
０
０

国
立
・
県
営
鹿
児
島
障
害
者
職

業
能
力
開
発
校
訓
練
生
募
集

　

障
害
の
あ
る
人
を
対
象
に
、
次

の
と
お
り
平
成
30
年
度
国
立
・
県

営
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

○
応
募
資
格

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
精
神
保
健
手
帳
の
い
ず
れ
か

を
持
っ
て
い
る
人

※
手
帳
の
な
い
人
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

○
訓
練
期
間

　

４
月
～
平
成
31
年
３
月（
１
年
間
）

○
訓
練
科
目

　

情
報
電
子
科
、
デ
ザ
イ
ン
製
版

科
、
建
築
設
計
科
、
義
肢
福
祉
用

具
科
、
Ｏ
Ａ
事
務
科
、
ア
パ
レ
ル

科
、
造
形
実
務
科

○
募
集
期
間

　

Ｄ
日
程　

１
月
22
日
（
月
）

　

Ｅ
日
程　

２
月
８
日
（
木
）
～

　
　
　
　
　
　

３
月
２
日
（
金
）

○
授
業
料
・
入
校
料

　

無
料

※
校
内
に
寮
を
完
備
（
寮
費
・
食

費
負
担
あ
り
）。入
寮
は
任
意
。（
介

護
に
つ
い
て
は
対
応
不
可
）

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
あ
っ
せ
ん
を

受
け
た
人
は
、
雇
用
保
険
の
延

長
、
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
・
訓

練
手
当
の
支
給
を
受
け
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

☎
０
９
９
６
（
44
）
２
２
０
６

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水

　

☎
（
62
）
０
６
８
５

県
営
住
宅
空
き
家
待
ち
順
位

登
録
募
集

　

鹿
児
島
県
で
は
、
年
１
回
の
定

期
募
集
に
よ
る
入
居
希
望
者
の
空

き
家
待
ち
順
位
を
明
確
に
す
る
た

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

あ
い
わ
の
里
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

　

役
場
町
民
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
（
86
）
１
１
５
７
［
直
通
］

申
告
相
談
会
場
の
ご
案
内

　

出
水
税
務
署
が
開
設
す
る
申
告

相
談
会
場
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

　

ま
た
、
自
宅
で
も
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
て
申
告
書
を

作
成
し
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
送

信
ま
た
は
印
刷
し
て
郵
送
な
ど
に

よ
り
提
出
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
開
設
場
所

　

出
水
税
務
署

○
開
設
期
間

　

２
月
16
日（
金
）～
３
月
15
日（
木
）

　

※
土
、
日
を
除
く
。

○
受
付
時
間

　

９
時
～
16
時

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
、
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
な
る

べ
く
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

※
申
告
期
限
間
際
に
な
り
ま
す
と

申
告
会
場
が
混
み
合
う
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
の
申
告

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

「
出
水
・
天
草
ロ
マ
ン
シ
ャ
ト

ル
」
運
行
中

　

天
草
地
域
お
よ
び
出
水
地
域
の

日
常
生
活
と
観
光
振
興
で
の
移
動

の
利
便
性
を
図
る
た
め
、
出
水
駅

と
蔵
之
元
港
を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
を
平
成
22
年
10
月
か
ら
運
行

し
、
こ
れ
ま
で
６
万
５
千
人
の
人

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
４
月
１
日
か
ら
１

便
増
便
し
、
１
日
６
往
復
体
制
で

運
行
し
て
い
る
た
め
、
天
草
地
域

や
出
水
地
域
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
利

便
性
が
向
上
し
、
同
地
域
へ
訪
れ

や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

日
常
生
活
や
観
光
振
興
の
移
動

手
段
、
新
幹
線
や
鹿
児
島
空
港
を

利
用
さ
れ
る
際
に
出
水
駅
を
活
用

し
た
南
の
玄
関
口
と
し
て
、
当

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

○
運
行
ダ
イ
ヤ

・
蔵
之
元
港
発
（
7
時
15
分
・
9

時
55
分
・
12
時
35
分
・
14
時
・
15

時
20
分
・
17
時
55
分
）

め
、
次
の
と
お
り
入
居
希
望
者
を

募
集
し
ま
す
。

○
物
件

　

県
営
寺
山
団
地
ほ
か
７
団
地

○
申
込
書
の
配
布
・
受
付

　

２
月
１
日
（
木
）
～
28
日
（
水
）

　

８
時
30
分
～
17
時

　
（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

○
抽
選
日
時

　

３
月
８
日
（
木
）
14
時

○
抽
選
場
所

　

県
北
薩
地
域
振
興
局
出
水
庁
舎

◎
配
布
場
所
お
よ
び
問
い
合
せ
先

　

県
営
住
宅
指
定
管
理
者

　

（株）
オ
ー
リ
ッ
ク
不
動
産
出
水
支
所

　
（
県
北
薩
地
域
振
興
局
出
水
庁
舎
１
階
）

　

☎
（
63
）
７
０
５
６

「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
」

エ
ピ
ソ
ー
ド
募
集

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で
放

送
中
の
「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ

旅
」
は
、
視
聴
者
か
ら
の
手
紙
を

も
と
に
旅
の
ル
ー
ト
を
決
め
、
日

本
列
島
を
自
転
車
で
縦
断
し
て
い

く
番
組
で
す
。
２
０
１
８
年
「
こ

こ
ろ
旅
」
は
、
い
よ
い
よ
８
シ
ー

ズ
ン
目
を
迎
え
、
今
回
、
春
の
旅

の
始
ま
り
は
沖
縄
県
を
ス
タ
ー
ト

し
、
７
月
中
旬
の
岐
阜
県
を
目
指

し
ま
す
。
大
切
な
人
と
の
別
れ

や
、
人
生
を
揺
る
が
す
大
き
な
事

件
、
人
生
の
転
機
に
生
き
る
力
を

与
え
て
く
れ
た
「
忘
れ
ら
れ
な
い

風
景
」
を
、
手
紙
で
教
え
て
く
だ

さ
い
。
皆
さ
ん
の
こ
こ
ろ
の
風
景

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
応
募
締
切
期
限

　

２
月
26
日
（
月
）

○
鹿
児
島
県
放
送
予
定
日

　

４
月
９
日
（
月
）
～
13
日
（
金
）

○
旅
人

　

俳
優
の
火
野
正
平
さ
ん

○
応
募
方
法

　

①
住
所
、
②
氏
名
、
③
電
話
番
号
、

④
性
別
、
⑤
年
齢
、
⑥
思
い
出
の

場
所
、
⑦
場
所
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
記
載
し
て
、
郵
便
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

の
い
ず
れ
か
で
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
・
応
募
先

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

〒
１
５
０
―
８
０
０
１

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
こ
こ
ろ
旅
」
係

　

☎
０
５
７
０
（
０
６
６
）
０
６
６

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
４
６
５
）
１
３
２
７

　

http://www.nhk.or.jp/kokorotabi/

schedule2018spring.htm
l
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↑川添町長へ寄付金を手渡す阿多委員長と末松直喜委員

↑３位入賞した鷹巣バレーボールスポーツ少年団の選手ら

行人岳不動明王廟運営委員会が寄付

道行人岳線開通日を節目に町
　12 月 27 日、行人岳不動明王廟運営委員会（阿
多靖直委員長）から川添町長へ、寄付金が手渡さ
れました。
　昨年 12 月 26 日に、町道行人岳線が開通しま
した。今回は、この開通日を記念して同委員会か
ら寄付金の贈呈となりました。
　阿多委員長は「町道行人岳線が開通してから、行
人岳への参拝者は確実に増加した。委員会としても、
整備してもらった町に何らかの応援ができないか考
えた。今回の寄付金は、ブリ奨学金や町の景観整備
など地域のために活用してほしい。委員会としても
毎年続けていきたい」と話していました。

鷹巣バレーボールスポーツ少年団

年連続で３位に入賞２
　12 月 24 日に姶良市で開催された「第 45 回鹿
児島県スポーツ少年団バレーボール競技別交歓大
会」の男女混合の部に、鷹巣バレーボールスポー
ツ少年団が出場し、昨年に引き続き見事３位入賞
を果たしました。
　同チームは、10 月に開催された北薩地区予選
で優勝し、同地区の代表として今回の県大会に出
場。各地区の代表 12 チームと優勝を目指して競
い合いました。
　キャプテンの濵畑唯

い ち か

愛さん（鷹巣小６年）は「３
位入賞はびっくりしたけど、とても嬉しかった。
残りの試合は優勝できるように練習を頑張ってい
きたい」と話しました。

↑報告に訪れた豊田さん（写真左）

法務大臣表彰を受賞

護司として 16 年間尽力保
　保護司の豊田直俊さん（母良木）が法務大臣表
彰を受賞し、12 月１日、川添町長を訪れました。
　豊田さんは、平成 13 年に保護司として委嘱さ
れてから現在までの 16 年間、犯罪や非行のない
安全・安心な地域社会を築く取り組み、犯罪や非
行をした人たちの立ち直りを支えようと「社会を
明るくする運動」などを通して更生保護に尽力さ
れた功績が認められ、今回の受賞となりました。

↑大会決議案を読み上げる川添町長↑人権標語を発表する児童

↑岡本安代さんの講演を聞く来場者

平成 29 年度長島フェスタ

末最後のイベント大盛況年
　12 月３日、本町の年を締めくくる年内最後の
イベント、平成 29 年度長島フェスタが、長島町
文化ホール・Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館およびそ
の周辺で開催されました。
　出水中央高等学校吹奏楽部の演奏で幕を開けた
今回は、文化ホール周辺では、各種団体による出
店や餅投げ、お楽しみ抽選会で賑わいを見せてい
ました。ホール内では、テレビなどで活躍するフ
リーアナウンサーの岡本安代さんによる講演「大
変だと言わずに笑おう！岡本家、家族の約束」が
行われ、多くの来場者が岡本さんの話に耳を傾け
ていました。
　本町のイベントは、雨の多かった１年となりま
したが、この日は、青空が広がり、会場は最後ま
で活気に包まれていました。

蔵之元小学校で「人権の花運動」閉会式

権の輪を広げよう人
　12 月６日、蔵之元小学校（山田哲夫校長）で、
人権の花運動が閉会式を迎えました。
　この運動は、人権の花のヒマワリを育てること
で、日常的に命の大切さを学び、相手への思いや
りを育てることを目的としています。４月に開会
式を行った同校では、ヒマワリの種まきや水かけ、
草取りなど栽培活動を続けてきました。
　川添町長や地域の人権擁護委員らが出席した式
では、各学年を代表して児童らが人権標語と、人
権作文を発表。６年生の小畑麗

れ い な

梨さんは「１年生
のとき、人と話したりするのが苦手だった私に、
人と話したり遊んだりする勇気をくれた友達を大
切にしたい」と発表しました。

島原・天草・長島架橋構想及び九州西岸軸構想推進地方大会

の架橋実現に向けて夢
　「島原・天草・長島架橋構想及び九州西岸軸構想
推進地方大会」が 12 月 16 日、高尾野農村環境改善
センターで開催され、長崎・熊本・鹿児島３県の住
民や経済界、行政関係者ら約 500 人が参加しました。
　はじめに、毎年募集している同構想絵画コンテス
トの表彰式が行われ、鹿児島県の部で最優秀賞と
なった島田陽

は る と

斗さん（獅子島小２年）と山上愛
ま な か

叶さ
ん（鷹巣中２年）に、檀上で三反園訓鹿児島県知事
から賞状が手渡されました。
　大会では、三県架橋の可能性についての講演や、
地元代表者による意見発表が行われたあと、川添町
長が大会決議案を読み上げ、参加者から多くの拍手
を受け、大会決議案が採択されました。
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10,628(ー５)

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
「
長
島
」

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  5,135(ー６)
5,493(   + １)

  4,479(ー３)

　

10
月
11
日
に
開
園
し
た
「
長
島
ブ
ー

ゲ
ン
ビ
リ
ア
の
丘
」
の
ハ
ウ
ス
内
は

現
在
、 

１
７
４
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
色
の

ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
が
所
狭
し
と
咲
き

誇
っ
て
い
ま
す
。
植
栽
し
て
あ
る
ブ
ー

ゲ
ン
ビ
リ
ア
の
中
に
は
珍
し
い
種
類
の

も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
月
は
、
そ

の
珍
し
い
種
類
の
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
を

紹
介
し
ま
す
。

○
花
名　

メ
ア
リ
ー
パ
ー
マ

○
特
徴　

1
本
か
ら
白
と
ピ
ン
ク
の
2

種
類
の
色
が
出
る
。
１
枚
の
苞ほ

う
よ
う葉（

※
）

に
両
方
の
色
が
出
る
場
合
も
あ
る
。

▽
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
「
広
報
な

が
し
ま
」
の
ご
愛
読
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
と
わ
ざ
に
「
一
年
の
計
は
元

旦
に
あ
り
」
と
あ
り
ま
す
が
、
皆

さ
ん
元
旦
は
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
た
か
？

　

私
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
初

日
の
出
を
カ
メ
ラ
に
収
め
よ
う

と
、
家
族
を
置
い
て
一
人
行
人
岳

を
訪
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
が
ま
だ

小
さ
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
元
旦
か
ら
一
人
で
外
出
し
た

こ
と
に
引
け
目
を
感
じ
な
が
ら
の

撮
影
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
「
家
族
と
も
っ
と
触
れ

合
う
時
間
を
作
る
こ
と
」
を
目
標

に
一
年
を
過
ご
そ
う
と
思
っ
た
元

旦
と
な
り
ま
し
た
。

　

毎
年
、
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ

ん
の
長
島
町
で
す
が
、
今
年
も
皆

さ
ん
に
旬
な
話
題
を
提
供
し
て
も

ら
い
な
が
ら
、
元
気
な
長
島
町
を

広
報
長
島
で
お
知
ら
せ
で
き
る
よ

う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
（
濵
田
将
尚
）

平成 29年 12 月 31 日現在
(　) 内は前月比

珍
し
い
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
を
紹
介

　

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
な
ど
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
「
苞
葉
」
と
は
、花
芽
を
包
む
葉
の
こ
と
で
す
。

ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
は
、
花
の
よ
う
に
見
え
る
部

分
は
苞
葉
で
、
実
際
の
花
は
そ
の
苞
葉
の
中
に

あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
景
観
推
進
課

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

○
花
名　

レ
イ
ン
ボ
ー
イ
エ
ロ
ー

○
特
徴　

枝
に
ク
リ
ー
ム
色
の
線
が
入

り
、
や
や
し
だ
れ
気
味
と
な
る
。

○
花
名　

エ
ン
ゼ
ル
オ
レ
ン
ジ

○
特
徴　

気
温
が
下
が
れ
ば
苞
葉
が
オ

レ
ン
ジ
か
ら
ピ
ン
ク
に
な
る
。　

↑レインボーイエロー↑エンゼルオレンジ

↑メアリーパーマ
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↑メイン会場の体育館では来場者を多くのブースが取り囲む ↑ JohnJohnFestival の演奏

↑ブリの解体ショーも実演

↑演台は DJ のターンテーブルに ↑薩摩技芸住吉社中の伝統妓芸 ↑観客が手を繋いで盛り上がる会場

第 0
ゼロ

回 S
し ょ う ら

houra J
じ ゃ っ ぞ

azz'o

卒
業
生
ら
が
本
浦
小
で
フ
ェ
ス
を
開
催

　

平
成
27
年
３
月
に
本
浦
小
学
校
が
閉
校
し
、
諸
浦

島
民
の
み
ん
な
が
参
加
す
る
諸
浦
島
で
唯
一
の
催
し

事
で
あ
っ
た
同
校
の
運
動
会
。
諸
浦
島
の
未
来
、
子

ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
、
運
動
会
に
代
わ
る
新
し

い
何
か
を
作
り
出
す
た
め
、石
元
淳
平
さ
ん
（
白
瀬
）

ら
地
元
に
残
る
同
校
の
卒
業
生
が
中
心
と
な
っ
て
企

画
・
実
施
し
た
、
初
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
「
第
０
回 

Ｓ
ｈ
ｏ
ｕ
ｒ
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Ｊ
ａ
ｚ
ｚ
’
ｏ
（
諸
浦
じ
ゃ
っ
ぞ
）」

が
12
月
10
日
、
同
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
町
内
外
か
ら
約
４
０
０
人
が
来

場
。
イ
ベ
ン
ト
の
前
半
で
は
、
長
島
の
出
演
者
ら

が
、
太
鼓
・
ダ
ン
ス
・
歌
を
披
露
。
後
半
は
、
住
吉

社
中
（
い
ち
き
串
木
野
市
）
に
よ
る
伝
統
妓
芸
の

披
露
、
Ｔ

ジｈ
ｅ
Ｈオ

ー

ネ

ス

ト

ｏ
ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
（
姶
良
市
）
に
よ

る
演
奏
、
全
国
で
活
躍
す
る
Ｊジ

ョ

ン

ｏ
ｈ
ｎ
Ｊジ

ョ

ン

ｏ
ｈ
ｎ

Ｆフ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ
ｌ
に
よ
る
演
奏
で
会
場
を
盛
り
上

げ
、
最
後
は
参
加
者
全
員
で
本
浦
小
学
校
の
校
歌
を

斉
唱
し
ま
し
た
。

　

石
元
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
作
る
。
そ

ん
な
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
け
れ
ど
、
僕
た
ち
島
の

人
ら
が
ち
ゃ
ん
と
前
を
見
て
動
け
ば
、
子
ど
も
た
ち

は
そ
の
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を
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て
、
こ
の
島
で
夢
を
描
け
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
イ
ベ
ン
ト

は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
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月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

２０１８２

９ １０４ ７ ８

１６ １７１１ １２ １４ １５

２３ ２４１８ １９ ２０ ２１ ２２

２５ ２６

２１

１３

５ ６

1/30 1/31 ３

3/2 3/3

1/29

２７ ２８ 3/1

1/28
◎母子相談（1歳児）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○飯尾医院 88-5040
○野田診療所 84-2023
○平田整形外科クリニック 62-8801
○植村整形外科 72-1041
○脇本病院 75-2121
○中島歯科医院 82-0020
□野田調剤薬局 84-2856
□ひまわり薬局 62-6070
□三文字薬局 75-0073
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

建国記念の日

○長島クリニック88-6405
○おかだクリニック 63-7011
○せき耳鼻咽喉科 64-1187
○有村産婦人科・内科 73-4180
○徳森歯科医院 67-3608
□しおかぜ薬局 88-6011
□メープル薬局 62-9292
□さかえまち薬局 72-0978
◇二宮医院 62-0167

振替休日

○平尾診療所 88-2595
○さくら通りクリニック62-2311
○林泌尿器科クリニック64-8800
○上園医院 73-1055
○あくね歯科医院 72-0556
□さくらんぼ薬局 68-7000
□マリン薬局米ノ津店 67-5002
□本町薬局 73-3233

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎１歳６カ月健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○飯尾医院 88-5040
○福元医院 67-3200
○わかずぎ皮フ科クリニック64-1313
○内山病院 73-1551
○白男川歯科医院 63-0009
□ハート薬局 79-3877
□オレンジ薬局 79-3972
□本町薬局 73-3233
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎母子相談（２カ月）
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○鷹巣診療所 86-0054
○整形外科ばばぐちクリニック64-8260
○荘記念病院 82-3113
○しみずこども医院 68-0633
○橋口歯科医院 63-2330
□長島調剤薬局 64-5555
□フタヤ薬局 67-5253
□しもずる薬局 64-2211
□すくすく薬局 72-5010
□脇本調剤薬局 75-2215
◇しみずこども医院 68-0633

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

祝日には、国旗を掲げましょう！
●２月 11 日は建国記念の日です。
　建国記念の日は「建国をしのび、国を愛する心を養う」ことを趣旨としています。


